
第Ⅵ部門    床版更新工事における紙素材を活用したケレン用防音装置による騒音対策 
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１．はじめに 

阪神高速道路では，老朽化した高速道路の長寿命化のため，床版更

新工事が必要となっている．阪神高速 3 号神戸線におけるコンクリ

ート床版大規模更新工事（2022-2-神）では，19 日間の高速道路一部

通行止め期間（そのうち，弊社の工事期間は９日間）に，昼夜間の作

業により床版の更新を行う．工事を円滑に進めるため，周辺住民への

十分な騒音対策が昼夜間とも重要となる．筆者らはこれまでに，紙素

材である特殊強化段ボールの遮音性と天然パルプ系不織布の吸音性

を組み合わせ，仮設の防音壁を開発し，一定の騒音低減効果を確認し

ている 1）2）．今回は，主桁上のスタッドジベル痕を平滑にする時に大

きな騒音を発生するケレン作業（図1）の騒音対策として，新たにケ

レン用防音装置（以下，防音装置）を開発し，騒音の低減効果を基礎

試験で確認の上，実施工に適用した．本論文では，防音装置の概要，

基礎試験結果，実施工での適用状況について述べる． 

 

２．特殊強化段ボールと天然パルプ系不織布の特徴 

特殊強化段ボールは，厚さが 10mm の 2 層構造で強度と耐久性に

優れており，面密度は 2.2kg/m2 と軽量である．図 2 に示すように，

軽量防音シートと同程度の遮音性能を有しており，仮設の防音壁に

活用した事例がある２）．さらに，加工と折曲げが容易なため，曲面を

含めた形状の自由度も高い．天然パルプ系不織布は厚さが20mmで，

吸音性，断熱性（難燃仕様，UL-94HBF 相当）を有している．ケレン

作業では，火花が発生することから，天然系パルプ系不織布を火花が

かかる面に使用することとした． 

 

３．ケレン用防音装置の概要 

図 3 に防音装置の外観を示す．本防音装置は，特殊強化段ボール

を箱型に組み，吸音材とケレン時の火花対策の耐熱材として，天然パ

ルプ系不織布を内側全面に貼ったものである．その寸法は，縦 700mm

×横 600mm×奥行 600mm である．重量は約 5kg と軽量で，現場で

の運搬，設置・撤去といった使用性に優れている． 
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図 3 ケレン用防音装置の外観 
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図 1 ケレン作業 

騒音源：ディスクグラインダー 

図 2 特殊強化段ボールの遮音性能 
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４．基礎試験 

防音装置の騒音低減効果確認のため，基礎試験を行った．試験方法は，

ケレン作業箇所に防音装置の設置なし・ありで騒音を計測した．計測は作

業箇所から 5m 離れた位置で，防音装置の前方・側方・後方とし，測定方

法は時間率騒音 LA5(dB)とした（図 4）．設置なしで 83ｄB が，設置ありの

前方で 71ｄB，側方で 72dB，後方で 76dB であった．前方と側方では 10dB

以上の騒音低減効果であるが，後方では 7dB へ低下する．そこで，実施工

では防音が必要な方向に，適切に防音装置を設置することとした．  

 

５．実施工での適用状況 

ケレン作業は，騒音が大きい上，実施工では複数箇所で同時作業となる

ため，騒音に対する配慮が重要であった．そこで，ケレン作業を実施する

箇所の全てにおいて防音装置を使用した．防音装置の設置は、近隣住居の

位置を確認し，騒音低減効果の大きな前方，側方が住居側になるように使

用した．夜間のケレン作業の実施状況を図 5 に示す．また，床版更新工事

では，床版取替後に PC 鋼棒で緊張する工程がある．今回工事では，工期

短縮のために 4 台の油圧ユニットを同時稼働の予定としていた．大きな騒

音が発生するため，防音装置を油圧ユニットにも設置して夜間作業を実施

した（図 6）．現場での騒音計測結果から，防音装置が未設置の場合 82ｄ

B から設置の場合 75dB となり，7dB の騒音低減効果を確認できた．防音

装置を使用することで，昼夜間の作業で近隣住民への騒音対策に配慮した

作業が可能となり，最終的に 8 時間の工期短縮を達成できた．ケレン作

業，油圧ユニットとも作業箇所を数十回以上移動しながら実施するが，防

音装置は人力で運搬し，設置・撤去を行った．約 5kg と軽量であるため，

運搬，設置・撤去の作業は容易で，作業性は良好であった． 

 

６．まとめ 

特殊強化段ボールと天然パルプ系不織布を使用したケレン用防音装置

を開発し，基礎試験で最大で 10dB 以上の騒音低減効果を確認できたこと 

から，昼夜間の実施工に適用した．その結果，近隣住民へ配慮した施工につながり，工期短縮に貢献した．軽量なこ

とから，運搬，設置，撤去が容易で使用性が良好な点も確認できた．今後，今回の実績をもとにさらなる開発を進め，

適用範囲を広げていきたい．  
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図 5 夜間の防音装置の使用状況 
（〇印：ケレン作業） 

図 4 基礎試験状況（前方での計測） 
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図 6 油圧ユニットでの夜間使用状況 
（4 台同時稼働） 
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